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５
月
12
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
令

和
８
年
度
の
村
区
長
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

　

会
　
長　

網
谷　

眞
治

　

副
会
長　

住
本　

安
三

　

副
会
長　

中
峯　

正
一

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

新
緑
さ
わ
や
か
な
好
季　

村
民
の

皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
先
般
の
村
区
長
会
総
会

に
お
き
ま
し
て
、
区
長
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
東
吉

野
村
区
長
会
の
会
長
と
い
う
大
任
を

仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

副
会
長
様
、
各
区
長
様
の
ご
協
力
を

戴
き
誠
心
誠
意
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
村
区
長
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
て
か
ら
す
で
に
四
十
数
年
に
な
り

ま
す
。
そ
の
間
、
ご
承
知
の
と
お
り
、

社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
な
が
ら

も
、
歴
代
会
長
様
を
は
じ
め
諸
先
輩

　

５
月
８
日
、
第
２
回
東
吉
野
村
議

会
臨
時
会
が
召
集
さ
れ
、
専
決
処
分

報
告
の
ほ
か
、
議
会
役
員
の
選
任
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
任
後
の
役
員

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇�

議
　
長　
　

丸　

井　

雅　

弘

◇
副
議
長　
　

松　

谷　

忠　

則

◇
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長　
　

井　

上　

宣　

之

　
副
委
員
長　

辻　

本　

惠　

則

　
委
　
員　
　

松　

谷　

忠　

則

　
委
　
員　
　

津　

川　

幸　

雄

◇
総
務
文
教
過
疎
委
員
会

　
委
員
長　
　

辻　

本　

惠　

則

　
副
委
員
長　

阪　

本　

理　

恵

◇
厚
生
建
設
経
済
委
員
会

　
委
員
長　
　

津　

川　

幸　

雄

　
副
委
員
長　

妙　

代　

和　

也

◇
監
査
委
員　

井　

上　

宣　

之

◇
吉
野
広
域
行
政
組
合
議
会

　
議
　
員　
　

津　

川　

幸　

雄

　
議
　
員　
　

松　

谷　

忠　

則

　
議
　
員　
　

妙　

代　

和　

也

◇
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
議
会

　
議
　
員　
　

辻　

本　

惠　

則

　
議
　
員　
　

阪　

本　

理　

恵

◇
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会

　
議
　
員　
　

丸　

井　

雅　

弘

◇
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
議
会

　

議
　
員　
　

井　

上　

宣　

之

　

議
　
員　
　

松　

谷　

忠　

則

◇
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会

　
議
　
員　
　

津　

川　

幸　

雄

　

専
決
処
分
報
告
で
は
、
次
の
議
事

に
つ
い
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◇
東
吉
野
村
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　

現
下
の
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
、

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
、
令
和
８
年
３
月
31
日
に
公
布

さ
れ
、
一
部
同
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
や
む
な
く

専
決
処
分
を
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
１

点
目
と
し
て
、
軽
自
動
車
の
環
境
性

能
割
の
廃
止
に
よ
る
改
正
。
２
点
目

は
、
個
人
住
民
税
に
関
し
て
、
公
的

年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告

書
の
提
出
義
務
の
見
直
し
に
よ
る
改

正
。
３
点
目
は
、
固
定
資
産
税
に
関

し
て
、
償
却
資
産
に
か
か
る
免
税
点

の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
所
用
の
改
正

を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
す
。

◇�

東
吉
野
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
に
つ
い

て
、基
礎
賦
課
額
の
引
き
上
げ
、ま
た
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
創
設
に

伴
い
新
た
な
課
税
に
関
し
、
所
用
の

改
正
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
す
。

◇�

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

予
算
を
補
正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
は
、
繰
越
明
許

費
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
に
つ
い
て
、
村
有
建
物

除
却
事
業
に
つ
い
て
は
、
小
川
、
旧

竹
内
邸
の
除
却
に
お
い
て
、
入
札
不

調
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
積
算
を
見

直
し
、
再
入
札
を
行
う
た
め
、
や
む

を
得
ず
繰
越
を
行
う
も
の
で
す
。

　

物
価
高
騰
地
域
振
興
券
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
域
振
興
券
の
使
用
期
限

を
９
月
30
日
と
し
て
い
る
た
め
、
３

月
末
ま
で
に
換
金
請
求
さ
れ
な
か
っ

た
振
興
券
分
に
つ
い
て
繰
越
を
行
う

も
の
で
す
。

　

公
共
交
通
車
両
購
入
事
業
に
つ
い

て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
車
両

と
な
る
車
種
の
受
注
数
が
メ
ー
カ
ー

の
生
産
計
画
を
大
き
く
上
回
り
、
ま

た
、
半
導
体
や
、
樹
脂
製
品
の
調
達

が
不
安
定
な
こ
と
か
ら
受
注
停
止
と

な
り
、
年
度
内
完
了
が
で
き
な
い
た

め
、
や
む
を
得
ず
繰
越
を
行
う
も
の

で
す
。

　

道
路
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
つ
い
て

は
、
村
道
日
裏
線
の
舗
装
改
良
工
事
、

日
裏
小
村
線
の
災
害
防
除
工
事
及
び

村
道
杉
谷
高
見
山
線
の
川
西
橋
及
び

市
ヶ
谷
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
に
お
い

て
、
通
行
止
め
等
の
地
元
及
び
関
係

機
関
と
の
協
議
に
不
測
の
日
数
を
要

し
た
こ
と
に
よ
り
年
度
内
の
完
了
が

見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
繰
越
を
行
う

も
の
で
す
。

区
長
会
総
会
を
開
催

第
２
回

東
吉
野
村
議
会
臨
時
会

水
本
実
前
村
長
退
任
式
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東
吉
野
村
区
長
会
名
簿

令
和
８
年
５
月
12
日
現
在

小　

川
桶
谷
辰
仁

小

冨
永
康
之

木
津
川
中
部
全
典

小
栗
栖
上
西
博
巳

中

黒
住
本
安
三

鷲

家
中
尾
文
男

三

尾
秋
吉
正
朝

狭

戸
梁
瀬
公
靖

大
豆
生
中
峯
正
一

大

又
森
口
文
明

麦

谷
躑
井
利
忠

萩

原
東
　

正
夫

伊
豆
尾
上
西
孝
男

日

裏
靍
井
克
往

木

津
吉
田
　

悟

杉

谷
岡
本
安
弘

平

野
森
本
幹
男

滝

野
萬
谷
一
彦

谷

尻
網
谷
眞
治

方
か
ら
脈
々
と
地
域
の
自
治
活
動
が

受
け
継
が
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
平
成
七
年
一

月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

以
降
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、

能
登
半
島
地
震
と
い
っ
た
大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
は
自
助
・
共
助
と
い

う「
地
域
の
絆
」が
重
要
で
あ
る
反
面
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な

り
ま
し
た
。
加
え
て
、
益
々
地
方
で

は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
併
せ
て
都

市
圏
へ
の
人
口
集
中
、
地
方
の
人
口

減
少
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、
全
国

的
に
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
と
共
に
、
当
村
も

基
幹
産
業
の
構
造
不
況
等
で
引
き
続

き
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
区
長
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
村
が
策
定
致
し
ま
し

た
「
東
吉
野
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
若
者
定

住
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
、
地
域
振

興
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の
諸
施

策
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
と
共
に
、

地
域
社
会
の
維
持
に
一
層
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

５
月
13
日
、
役
場
３
階
会
議
室
で

水
本
実
前
村
長
の
退
任
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
総
務
企
画
課
長
よ

り
贈
る
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て

水
本
前
村
長
が
退
任
の
挨
拶
を
さ
れ
、

５
期
20
年
に
渡
り
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
内
容
を
振
り
返
り
、
多
く
の
支

援
を
い
た
だ
い
た
方
々
や
歴
代
の
職

員
に
対
し
感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
役
場
玄
関
前
で
村
民
の

方
々
や
職
員
か
ら
の
拍
手
に
包
ま
れ

な
が
ら
役
場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
５
月
13
日
を
も
ち
ま
し
て
東
吉

野
村
長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
れ
ば
平
成
18
年
５
月
に
就
任
し
た

当
時
は
平
成
の
大
合
併
で
村
が
大
き
く
揺
れ
、

村
財
政
も
大
変
厳
し
く
、
村
民
皆
様
に
ご
辛
抱

い
た
だ
き
な
が
ら
財
政
の
健
全
化
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
財
政
が
安
定
し
て

き
ま
し
た
３
期
目
以
降
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ビ
レ
ッ
ジ
構
想
な
ど
移
住
政
策
と
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
、
村
の
発
展
と
住
民
生
活
の

向
上
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
５
期
20
年
に
亘
り
務

め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
多
大
な
ご
支
援
と
格
別
の
ご
厚
情

ご
指
導
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
道
半
ば
の
政
策
が
あ
り
責
任
を
果

た
せ
な
い
申
し
訳
な
さ
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
幸

い
に
も
後
継
の
村
長
が
誕
生
し
、
政
策
の
推
進

と
発
展
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
村
政

に
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
様
が
安
心
し
て
健
や

か
に
、
そ
し
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご
さ

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
本
実
前
村
長
退
任
式

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ前

村
長 

水
本　

実
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私
は
、
こ
の
度
、
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
て
東
吉
野
村
長
と
し
て
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

職
員
と
し
て
40
年
間
、
副
村
長
と
し
て
２
年
９

ケ
月
間
、
本
村
に
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し

て
今
般
、
村
政
を
お
預
か
り
す
る
立
場
と
し
て
、

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
さ
ま
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
期
待
に

沿
う
べ
く
職
務
に
邁
進
す
る
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
水
本
村
長
か
ら
後
継
の
指
名
を
い
た
だ
き
、

「
東
吉
野
創
生
」
を
実
現
し
、
ふ
る
さ
と
東
吉
野
を

未
来
に
「
繋
い
で
」
い
く
こ
と
が
、
私
の
責
務
で
あ

る
と
決
意
し
、
選
挙
に
臨
み
ま
し
た
。

　

水
本
村
政
20
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
行
財
政
改

革
を
進
め
、
危
機
的
状
況
で
あ
り
ま
し
た
こ
の
村

を
立
て
直
し
、
財
政
健
全
化
へ
の
道
筋
を
つ
け
る

と
と
も
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
や

小
さ
な
道
の
駅
の
整
備
、
あ
る
い
は
小
川
の
ま
ち

の
再
生
と
い
っ
た
、
東
吉
野
創
生
施
策
の
中
核
と

な
る
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
具
体
的
な

成
果
を
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
村

民
の
皆
さ
ま
よ
り
、
水
本
村
政
の
評
価
を
い
た
だ

い
た
と
と
も
に
、
こ
の
流

れ
を
止
め
る
こ
と
無
く
そ

れ
を
し
っ
か
り
と
受
け
継

い
で
未
来
に
繋
い
で
い
く

舵
取
り
を
託
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

私
は
、
行
政
の
現
場
で
職
員
、
村
民
の
方
々
と

共
に
汗
を
流
し
、
守
る
べ
き
大
切
な
も
の
を
実
感

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
村
民
皆
さ
ま
の
命
を
守
り
抜
く
こ
と

で
す
。
私
は
村
民
誰
も
が
安
全
で
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
そ
れ
に
は
村
の
財
政
基
盤
が
し
っ
か
り

と
安
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
方
自

治
体
の
財
政
運
営
は
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
適
切
で
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
村
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
基
金
の
積

み
増
し
と
適
正
な
財
源
配
分
、
管
理
に
努
め
、
節

度
あ
る
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

私
は
、
健
全
な
財
政
運
営
を
進
め
な
が
ら
、
東

吉
野
村
第
４
次
基
本
構
想
を
踏
ま
え
、
林
業
の
振

興
、
防
災
・
防
犯
対
策
の
推
進
、
教
育
の
充
実
と

子
供
の
安
全
・
安
心
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
と
生

活
を
支
え
る
道
路
の
整
備
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続

け
、「
ま
ち
か
ら　

む
ら
か
ら　

人
が
集
う　

木
と

水
の
ふ
る
さ
と　

東
吉
野
村
」
を
、
自
然
と
地
域

の
絆
と
と
も
に
次
の
世
代
に
残
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ま
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
前
村
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
東
吉
野
村
長
選
挙
の
投
開
票
が
４

月
26
日
に
行
わ
れ
、
鍵
谷
典
秀
氏（
62
歳
・
大
字
小
川
）が
初
当
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
４
月
27
日
、役
場
３
階
会
議
室
で
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、

住
本
安
三
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
鍵
谷
典
秀
氏
に
当
選

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
14
日
付
け
で
就
任
、
任
期
は
４

年
間
。

　
就
任
初
日
の
５
月
14
日
、
役
場
玄
関
前
で
村
議
会
議
員
や
支
持

者
、
職
員
ら
が
出
迎
え
る
中
、
鍵
谷
村
長
が
初
登
庁
し
、
職
員
か

ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

鮎
の
稚
魚
放
流

鍵
谷
典
秀 

新
村
長
　
初
登
庁

ご
あ
い
さ
つ村

長 

鍵
谷　

典
秀

広 報 ひ がしよし の 令和８年６月１日

4



　

５
月
15
日
、
19
日
、
村
の
風
物
詩
で
あ
る
鮎
釣
り
解
禁
に
向
け
、
村
内
各
地
の
河

川
に
、
和
歌
山
県
産
の
鮎
の
稚
魚
お
よ
そ
３
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
滋
賀
県
産
の
鮎

の
稚
魚
お
よ
そ
３
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
村
漁
業
協
同
組
合
役
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り

放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
下
河
川
で
は
東
吉
野
こ
ど
も
園
・
東
吉
野
小
学
校
の
園
児
・
児
童
ら
が
自
然

体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
放
流
体
験
を
行
い
、
鮎
に
触
れ
た
り
、
ホ
ー
ス
か
ら
飛
び

出
し
て
く
る
鮎
が
上
流
へ
上
っ
て
い
く
様
子
を
、
川
へ
は
ま
っ
て
し
ま
う
か
と
先
生

方
や
漁
業
協
同
組
合
役
員
の
方
が
ひ
や
ひ
や
す
る
く
ら
い
、
身
を
乗
り
出
し
て
眺
め

て
い
ま
し
た
。

　

解
禁
の
頃
に
は
、
大
き
く
育
っ
た
鮎
が
釣
り
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

※
鮎
釣
り
解
禁
日
は
６
月
７
日（
日
）、
網
入
れ
解
禁
日
は
８
月
30
日（
日
）で
す
。

鮎
の
稚
魚
放
流

広 報 ひ がしよし の令和８年６月１日
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　東吉野村に住所を有する皆様に、健康意識の向上及び運動等を身につけ健康づくりの習慣化を目的と
して令和元年度より【健康づくりポイント制度】を実施しています。今年度も下記の対象事業や獲得ポ
イントで実施いたします。
　２０歳以上の村民の方ならどなたでも参加可能ですので、この機会に【健康】と【特典】をゲットして
ください。

１．ポイントカードをもらおう！	
　　下記の表の対象事業に参加してポイントカードをゲットしよう！	
　　（税務保険課の窓口でも配布しています）
２．ポイントを貯めよう！
　　�下記の表の対象事業（村が行う健診等を受診したり、まるごとフェスティバルの健康コーナーや清
流ウォーク等）に参加してポイントをゲットしよう！	

　　※対象事業によって付与されるポイント数が違います。
３．特典と交換しよう！
　　下記の表のポイントを貯めて５００円相当の特典と交換しよう！
　　※年代によって交換できるポイント数が違います。

対象事業 対象者 ポイント数

（１）　特定健診（ただし、社会保険加入者は受診結果提出で可） ２０歳以上の
男女 ３ポイント

（２）　肺がん結核・大腸がん・胃がん検診
　　　（ただし、社会保険加入者は受診結果提出で可）

４０歳以上の
男女 各２ポイント

（３）　前立腺がん検診（ただし、社会保険加入者は受診結果提出で可） ４０歳以上の
男性 ２ポイント

（４）　婦人科検診（ただし、社会保険加入者は受診結果提出で可） ２０歳以上の
女性 ２ポイント

（５）　まるごとフェスティバル健康コーナー ２０歳以上の
男女 ２ポイント

（６）　いきいき百歳体操（ミニ講座年２回） 〃 １回参加で
１ポイント

（７）　清流ウォーク 〃 ２ポイント

（８）　３Ｂ体操健康教室 〃 １ポイント

（９）　シニア世代の健康教室 ６０歳以上の
男女 １ポイント

対象者 ポイント数 特典内容

２０歳以上
３９歳以下の方

３ポイント目

５００円相当の
特典

７ポイント目
１０ポイント目

４０歳以上の方
１１ポイント目
１５ポイント目
１８ポイント目

ご不明な点やご質問等ございましたら、税務保険課までお問い合わせください。
お問い合わせ先　税務保険課（４２－０４４１）

健康づくりポイント制度を実施します！健康づくりポイント制度を実施します！

広 報 ひ がしよし の 令和８年６月１日
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　「人生100年時代」といわれるようにな
りました。生涯にわたって、心身ともに健
康で生き生きと暮らしていくために、あら
ゆる世代の人が「食べる力」を身につける
必要があります。特に、子どもたちに対し
ては、健全な心と体を培い、豊かな人間性
を育んでいく基礎となる「食育」を、家庭・
学校・地域が連携し、推進していくことが
重要です。

　６月４日からの１週間は、厚生労働省、文部科学省、日本歯科医
師会、日本学校歯科医会が実施する「歯と口の健康週間」です。食
事をおいしく食べて、健康な体をつくるには、歯と口が健康でなく
てはなりません。丈夫で健康な歯と口を保つために、日頃からよく
かんで食べる習慣をつけましょう。

食べる意欲の基礎をつく
り、食の体験を広げる

食の体験を深め、自分ら
しい食生活を実現する

健全な食生活を実践し、
次世代へ伝える

食を通じた豊かな生活の実
現、次世代へ食文化や食に
関する知識や経験を伝える

広 報 ひ がしよし の令和８年６月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

６６
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

○�

前
年
度
受
診
者
及
び
新
規
で
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
問
診
票
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

時
間
予
約
制
で
す
の
で
、
ま
だ
予

約
が
お
済
み
で
な
い
方
は
必
ず
事
前

に
住
民
福
祉
課
へ
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
予
約
な
し
で
の
当
日
受
診
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
集
合
健
診
（
検
診
）
の

詳
細
は
、
村
広
報
５
月
号
の
折
込
チ

ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と　

き　
　

６
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時

～
11
時

と
こ
ろ　
　

役
場
１
階
会
議
室

対　

象　
　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
、
妊
婦

内　

容　
　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・

保
護
者
同
士
の
交
流

申
込
み　
　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
６

月
15
日
（
月
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ

集
合
健
診（
検
診
）の
お
知
ら
せ　
～
予
約
受
付
中
で
す
～

特定健診
各種がん検診
（肺がん・結核検診）
（大腸がん検診）
（前立腺がん検診）
（肝炎ウイルス検査）
（胃がん検診）
※胃バリウム検査は
　午前中のみです

日　程 受付時間 場　所

６月１０日（水）
　９：００～１１：３０

三尾区民センター
１３：００～１５：３０

６月１２日（金）
　９：００～１１：３０

木津ふれあいセンター
１３：００～１５：３０

６月１４日（日）
　９：００～１１：３０

村住民ホール
１３：００～１５：３０

ス
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ

ま
す
。
仕
事
や
人
間
関
係
、
子
育
て
の

悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
事
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

６
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場　

１
階
会
議
室

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
18
日
（
木
）
ま

で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日
５

名
ま
で
】

献
血
の
実
施
に
つ
い
て

と　

き　

６
月
24
日
（
水
）

受　

付　

午
前
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

村
住
民
ホ
ー
ル

対
象
者

・
満
16
歳
か
ら
69
歳
の
村
民

・
村
内
に
職
域
を
有
す
る
方

持
ち
物

　

献
血
手
帳
（
手
帳
が
な
い
方
は
運
転

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る
も
の
）

在
宅
訪
問
歯
科
診
療
に
つ
い
て

対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介
護
１
以

上
の
在
宅
高
齢
者

実　

施　

吉
野
郡
歯
科
医
師
会

申
込
み

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
た
は
役
場
・

住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

歯
と
口
の
健
康
週
間

『
歯
み
が
き
は

�

体
を
守
る　
最
前
線
』

　

６
月
４
日
か
ら
６
月
10
日
は
歯
と
口

の
健
康
週
間
で
す
。
皆
さ
ん
は
歯
科
医

院
で
の
歯
の
定
期
検
診
や
日
々
の
お
口

の
お
手
入
れ
は
で
き
て
い
ま
す
か
？
ぜ

ひ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
歯
周
病
の
初
期

症
状
が
出
て
い
な
い
か
、
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
１
つ
で
も
該
当

し
た
ら
、
歯
周
病
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

歯
周
病
に
な
る
と
、
口
腔
機
能
の
低
下

に
よ
っ
て
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な

り
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
の
リ
ス
ク
が

【歯周病チェックシート】
１．朝起きた時に、口がネバネバする。□はい　□いいえ

２．�口臭を感じる、口臭があると言わ
れる。 □はい　□いいえ

３．歯の根元がしみる。 □はい　□いいえ

４．�歯と歯の間によく食べ物がはさま
る。� □はい　□いいえ

５．歯垢、歯石がついていると思う。 □はい　□いいえ

６．�歯磨きをすると歯肉から血が出る。□はい　□いいえ

７．歯が長くなったように見える。 □はい　□いいえ

８．かたい物をかむと痛い、かめない。□はい　□いいえ

広 報 ひ がしよし の 令和８年６月１日
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高
く
な
る
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
80

歳
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
食
後
の
歯
磨
き
や
歯

間
ブ
ラ
シ
等
を
使
用
し
た
手
入
れ
を
心

が
け
る
と
と
も
に
、
歯
科
検
診
を
定
期

的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
引
用
：
一
般
財
団
法
人　

日
本
口
腔
保

健
協
会
／
参
考
：
厚
生
労
働
省　

生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
康
情
報
サ
イ

ト
）

６
月
は
食
育
月
間
！

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
よ
う
！

　

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
。
健

康
な
体
を
維
持
す
る
た
め
に
、「
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
は
、
主
食
（
ご

飯
、
パ
ン
、
麺
類
な
ど
）、
主
菜
（
肉
、
魚
、

卵
な
ど
）、
副
菜
（
野
菜
、
き
の
こ
な
ど
）

が
そ
ろ
っ
た
食
事
の
事
で
す
。
特
に
高

齢
者
は
筋
力
低
下
に
よ
る
フ
レ
イ
ル（
虚

弱
）
を
防
ぐ
た
め
に
、
意
識
し
て
良
質

な
た
ん
ぱ
く
質
（
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆

製
品
な
ど
）
を
と
り
、
こ
れ
か
ら
も
健

康
長
寿
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

高
血
圧
予
防

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
加
え
、「
塩

分
ち
ょ
っ
ぴ
り
」と「
野
菜（
カ
リ
ウ
ム
）

た
っ
ぷ
り
」
を
心
が
け
る
こ
と
で
、
血

圧
の
上
昇
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
塩
分
が

多
い
食
材
は
、
つ
け
も
の
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
等
の
麺
類
、
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
等
の
加
工
食
品
等
、

味
噌
汁
等
で
す
。
ま
た
、
カ
リ
ウ
ム
を

多
く
含
む
食
材
は
、
野
菜
や
果
物
、
豆

類
等
で
す
。
ぜ
ひ
日
々
の
食
事
の
中
に

上
手
に
取
り
入
れ
、
高
血
圧
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

※�

腎
臓
を
患
っ
て
い
る
人
は
、
カ
リ
ウ

ム
の
制
限
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

梅
雨
に
入
り
気
温
が
上
が
る
と
、
屋

外
の
み
な
ら
ず
屋
内
で
も
熱
中
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
特
に
感
覚
機
能

が
低
下
す
る
高
齢
者
や
、
体
温
の
調
整

能
力
が
未
発
達
の
子
ど
も
は
熱
中
症
に

な
り
や
す
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。
熱

中
症
は
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
で
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
暑
い

夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

★
熱
中
症
の
予
防
法

１�

．
水
分
を
こ
ま
め
に
と
る（
の
ど
が
渇

い
て
い
な
く
て
も
、
定
期
的
に
水
分

を
取
り
ま
し
ょ
う
）。

２�

．
塩
分
を
ほ
ど
よ
く
と
る（
基
本
的
に

は
日
々
の
食
事
で
と
る
塩
分
で
十
分

で
す
。
屋
外
で
作
業
を
す
る
と
き
に

は
梅
干
し
な
ど
で
塩
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
）。

３�

．
睡
眠
環
境
を
快
適
に
保
と
う
（
エ

ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま

し
ょ
う
）。

４�

．
丈
夫
な
体
を
つ
く
ろ
う（
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
や
、
適
度
な
運
動
で
暑

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談 ６月９日（火）
午後２時～３時 

予約必要
※受付締切６月２日（火） 奈良県眼科医会

内科疾患に関する
健康相談

６月２２日（月）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切６月１９日（金） 奈良県医師会内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和8年6月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

さ
に
備
え
ま
し
ょ
う
）。

�

（
参
考
：
熱
中
症
ゼ
ロ
へ
）

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に

対
す
る
補
償
金
制
度
に
つ
い
て

　

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
の
被
っ
た

精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る
た
め
の
補
償

金
の
請
求
期
限
が
、
令
和
11
年
11
月
21

日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
者

及
び
相
談
窓
口
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
厚
生
労
働
省
　
補
償
金
相
談
窓
口
】

電
話
番
号

　

０
３－

３
５
９
５－

２
２
６
２

受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

対
象
者

（
ア
）
配
偶
者
（
事
実
婚
も
含
む
）

（
イ
）
親
、
子

（
ウ
）�

親
・
子
の
配
偶
者
及
び
配
偶
者
の

親
・
子
等

補
償
金
額　

１
８
０
万
円

対
象
者

（
エ
）
兄
弟
姉
妹

（
オ
）
祖
父
母
・
孫

（
カ
）�

祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
の
配
偶

者
及
び
配
偶
者
の
祖
父
母
・
兄
弟

姉
妹
・
孫
等

（
キ
）�
曾
祖
父
母
、
ひ
孫
、
お
じ
、
お
ば
、

お
い
、
め
い

補
償
金
額
　
１
３
０
万
円

※�

同
居
な
ど
一
定
の
要
件
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

広 報 ひ がしよし の令和８年６月１日
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地域包括支援センターをご存じですか？
　高齢者のみなさんが住みなれた地域で安心して暮らしていく
ために、保健・医療・福祉・介護をさまざまな角度から必要に
応じて援助・支援を行う地域の相談窓口です。主任ケアマネ
ジャー・社会福祉士・保健師等が、みなさんの生活を支える役
割を担っています。
①総合相談支援
　介護に関する相談や悩み以外にも、福祉や医療、その他なんでもご相談ください。
②介護予防ケアマネジメント
　要支援１・２と認定された人や、支援や介護が必要となるおそれの
高い人が自立して生活できるよう、介護予防の支援をします。
③権利擁護
　みなさんが安心して暮らせるように、みなさんの持つさまざまな権
利を守ります。虐待を早期に発見したり、成年後見制度の紹介や、消
費者被害などに対応します。
④包括的・継続的ケアマネジメント
　暮らしやすい地域にするため、さまざまな機関とのネットワークを作
り調整します。また、ケアマネジャーの支援も行います。

☆出前介護相談のご案内
　○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい
　○介護制度に関すること　等々
　（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談をお受けいたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談をお
受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。
　例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて生活相談センターのどかの相談員が対応いたします。
　　日　時　６月１７日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階会議室
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に
お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
広 報 ひ がしよし の 令和８年６月１日

10



開店前行列（来場者プレゼントの
野菜と花の苗を配布中）

お楽しみ抽選会

充実した売り場

柏餅５０パック

いちたつマルシェ山菜編　×　柏餅　×　来場者２００名超

　４月２９日にいちたつマルシェ山菜編を開催しました。
　１７回目となる今回は祝日の開催ということもあり、２００名を超える方々にご来場いた
だきました。

　村内の方で初めていちたつに来てくださった方や夫婦で一緒に来場される方の姿も多
く見受けられました。

　いちご×４０パックは開始早々に即完売。また、端午の節句が近いということから用
意した柏餅×５０パックもすぐに売り切れとなりました。
　今回、生活雑貨の出品数は過去最多となり、大量の靴下が１足１０円で販売されたほか、
男性用肌着や布団収納ケース、座布団カバーなどが人気を集めました。

　さらに、皿やグラスコップなどの食器類もこれまでで最も多く売れました。

　生活雑貨については特に村外のお客様の購入が多く、出品数７９３点のうち３２２点が
売れました。

　最近では、「にぎやかしになれば」と、１点からでも気軽に出品してくれる方が増えて
います。

　また、それを購入して喜んでくださる人も多く、いちたつは居場所づくりだけでなく、不要
になった物を必要な人につなぐマッチングの場としての役割も担っています。

広 報 ひ がしよし の令和８年６月１日
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